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２０２4年度・第12回未来会議（全体会）議事録 
 

 

鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会長  須都   紘 

副会長兼書記・広報  伊藤 智子 

 

 

日時：  ２０２4年3月１7（日）１３：３０～１６：００ 

 

場所：  西集会所 

 

出席者（順不同、敬称略）：  

須都 紘(会長)、黒部 實(副会長)、伊藤 智子(副会長・書記・広報)、 

鎌田 卓(事務局長・会計)、中川 浩光、黒田 勝行、山田 修、 

オブザーバー： 中尾 節子 

欠席： 中世古 昭一、渡辺 昇、山田 勲、平尾 英城、田口 信義、山地 祐輔、

蔵田 かほり 

 

配布資料：  ① 令和５年度第1２回（３月）未来会議（全体会＆分科会）議題(案) 

② ２０２４年度 未来会議構成員 名簿(案) 

③ 令和５年９月～令和６年２月 印刷代金(その他)集計表 

④ 鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）２０２３年決算見込み V6 

⑤ 鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）２０２４年度 予算書（案） V5 

⑥ 令和６年度 未来会議 本決算書作成日程（案） 

⑦ 鹿ノ台春まつり 準備事項チェックリスト V9 

⑧ 鹿ノ台脱炭素まちづくり懇談会について(案) 

⑨ 生駒市コミバス『たけまる号』鹿ノ台線 乗車実績(人数） R６.２月度 

⑩ 生駒市コミバス『たけまる号』鹿ノ台線 利用状況 分析【令和６年２月度】 

 

会長挨拶 

―３年目の年度の最後の会議である。未来会議の本来の目的は、未来の地域づく

りの中期計画をまとめ、そのうちの優先順位の高い課題について、連合会と連携

して具体策を実行していくということである。この中期計画の取りまとめについて、

後ほど意見交換をしたい。 

―本日は、本年度で退任されるメンバーについて、および来年度予算と今年度の

本決算についてご確認いただきたい。 

―３月３０日(土)に開催する「鹿ノ台春まつり」は、今の天気予報では曇り時々雨と

なっている。晴れることを期待したい。 
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２０２４年度 未来会議 構成員の確認 

 ―自治連合会から参加されていた田口連合会長と中川連合副会長は、３月末を
もって退任される。また、山地さん、蔵田さん、三室さんも、３月末で退任される。 

―したがって、２０２４年度の構成員は１１名となる。ただし、新連合会長の参加につ

いては打診中である。また、これまで ECOKA 委員会として参加されて来た山田

(勲)さんは、連合の R6年度連合会連携担当として改めて着任していただく。 

―今後も未来会議は中身の充実を図りつつ、希望者を募ってメンバーを増員して

いきたい。 

 

会計からの報告 

 ―２０２３年度の決算で予算から大きく変わった点は、32,000円を見込んでいた

印刷費が、16,335円に留まったことである。 

―春まつりの費用は３２,０００円の支出と、６,０００円の収入（雑収入：キッチンカー

出店代）を見込んでいる。 

―２０２４年度の予算は、本年度からの繰り越し３７,５８５円、および連合会からの

運営助成金１００,０００円（未確定）の合計１３７,５８５円としている。４月１５日に連

合会に助成金の申請を行う。 

―２０２４年度の予算では、「春まつり」に４６，０００円を見込んでおり、当期支出で

１２１,２００円、繰越金に１６,３８５円の合計１３７,５８５円を見込んでいる。 

―今年度の立替経費請求締切は３月２４日、決算報告書の作成が４月３日（後日、

4月5日に確定）、会計監査を４月１２日に予定している。２０２４年度の連合への助

成金申請書提出は４月１５日で、４月２８日の次回未来会議において結果を報告す

る。 

 

子育て分科会報告： 鹿ノ台放課後子ども教室にじ 

―鹿ノ台小学校の校舎において、６月～翌２月に毎週水曜日(全３０回)に実施し

ている「放課後子ども教室にじ」は、２年目の活動を終了した。来年度も基本的に

同様の体制（水曜日１４：５０～１６：３０、定員３０名、開催場所は図工室）で実施す

る予定である。 

―地域ボランティアスタッフは１２名おり、ほぼ毎回参加できるメンバーが８名い

るので、人手は足りているが、スタッフが多ければ多いほど、子どもたちの満足

度も高まるように見受けられる。そのため今回も、来年度に向けて地域ボランテ

ィアスタッフと学生アルバイトの募集チラシを校区の自治会で回覧していただく。 
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 鹿ノ台春まつりについて 

―準備事項チェックリストに準備事項と担当者と実施日時を記載したのでご確

認いただきたい。 

―春まつりの準備作業は、前日２９日の１０時いきいきホールに集合する。いきい

きホール物置からテント、椅子、コーン、運動公園の旧連合事務所からイス５０脚

ほどを中央公園に運ぶ。 

―音響は、いきいきホールのスピーカーシステムを使用する。先日、中央公園に

持ち込み、音出しを行った。 

―バンビカフェの電源は、自主防災会の発電機の使用を検討している。 

―消火器は当日朝、消防署員に確認していただき、複数個所（地図あり）に配置

する。キッチンカーとバンビカフェに配置する。 

―春まつりのチラシは、鹿ノ台校区内の全自治会に配布または回覧をお願いし

た。 

―キッチンカー等の販売物のゴミは、当該事業者さんが回収し持ちかえるゴミ箱

の準備をしていただくよう確認の連絡をする。それとは別にイベント終了後、スタ

ッフが見回りを行う。 

―「いそかわ」から５ケース（お茶・スポーツドリンク・コーヒー）を協賛していただ

く。 

 

鹿ノ台脱炭素まちづくり懇談会について（案） 

 ―この懇談会では、環境省の脱炭素先行地域として生駒市が選定されたことを

受け、このプロジェクトの受け皿組織として、このプロジェクトに整合のとれた活動

を行っていく。三郷町が撤退した今、このプロジェクトに参加する奈良県下の自治

体は生駒市のみとなっている。 

―生駒市でこのプロジェクトに参加している自治会は、萩の台、ひかりが丘を筆頭

に鹿ノ台を含む全５地域。鹿ノ台では、このプロジェクトの費用でいきいきホール

の屋根に太陽光発電設備を設置することが予定されている。 

―懇談会メンバーには、脱炭素まちづくり勉強会の参加者と、昨年１月１９日に行

われた生駒市の脱炭素先行地域推進プロジェクトの説明会への参加者の合計１３

名に声をかけていく。 

―具体的には； 

・毎月第三水曜日の午後１３：３０から会合を行う。 

・生駒市のプロジェクトに対応する活動だけでなく、鹿ノ台独自の案件を、特別目

的会社（SPC）、その他関係機関に提案していく。 
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・鹿ノ台自治連合会と、連合傘下の各種委員会、団体と連携を図り、将来的には、

連合傘下の委員会への移行を目指す。 

 

鹿ノ台コミバス月度乗車実績について（報告） 

２月度の乗車実績： 

―２月の運行日数は１０日、乗車人数は月間で４９４名、１日あたり４９．４名、１便

当たり６．２人だった。登美ヶ丘１2:１０発東回りルートは月間１００名の利用で全体

の２０％を占めている。最も利用が少ないのは登美ヶ丘１４:２０発西回りルートで

全体の９%を下回っている。 

―午前と午後では、６対４で午前の利用者が多い。全体の１０％がいきいきホー

ル前バス停を利用している。登美ヶ丘まで行く人は全体で３９％、午前午後の割

合は８対２である。登美ヶ丘からの乗車は４８％、午前午後の割合は４対６である。 

―いきいきホール前乗降を除いた地区別乗車率は、東地区２３％、西地区３１％、

南地区１４％、北地区３２％である。 

―昨年８月から今年２月までの累計では、運行日数８１日、乗車人数は累計で4

０７７人、１日あたり平均５０．３人で、これは前年同期比で１４％の増加である。こ

の期間の累計の収入比率は３２．５１％で生駒市の基準を上回った。 

―これまでコミバス鹿ノ台線の運賃は、生駒市統一運賃は２００円だが、１９０円

の路線バス運賃に合わせて差額１０円を自治連合会が負担していた。これを取り

やめ、コミバス運賃も４月以降は２００円とすることになった。 

―４月１日から７月３１日まで、利用促進のためのキャンペーンを行う。いきいきホ

ール前で乗り降りすると、「スーパーいそかわ」の買い物補助券がもらえ、１０枚

で５００円の買い物券をもらえる。 

―閉院しているつじもと医院に代えて、４月８日に川口クリニックが開院する。こ

れに伴い、「つじもと医院前」のバス停の名称の変更について生駒市に検討して

いただいている。変更が決定後、実際に変更できるのは２か月後になる。変更に

は費用が掛かることもあり、以後の変更を避けるため、地名のバス停名にしたら

どうかという案が出ている。 

 

未来会議「中期計画」の策定について  

 ―未来会議が発足して３年が経過し、第一期５か年のうち２年を残すところとなっ

た。今後、本来の目的である中期計画のとりまとめを行っていきたい。これまでの

活動を簡単に振り返ると； 

・未来会議の各委員から地域の将来像や今後の地域づくりの理念について意見

を頂き、これを中期計画骨子としてまとめた。この骨子の５つの柱から３つの分野

を特定し、３つの分科会を設置した（子育て・高齢者・交流/にぎわい）。 
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・子育て分科会では、転入促進のための活動（ヒアリング・チラシ作成）や、中央公

園の利活用促進の活動（アンケート・ワークショップ・公園イベント）を行ってきた。

また、子どもの居場所づくりとして、「鹿ノ台放課後子ども教室にじ」の実施に向け

た準備を行った。 

・交流/にぎわいづくり分科会では、まちの中で交流機会を増やすため、２１年春に

「森のコンサート」を開催し、今月末には「春まつり」を実施する。 

・高齢者分科会では、支え合いの活動内容を検討し、その展開のため連合会で

「支え合い委員会」を立ち上げた。また、住民の皆さんに活動を知らせるために「困

り事サポート冊子」を発行し、配布し、ホームページにも掲載した。 

・その他にも、脱炭素まちづくり勉強会を開催してきた。今後は脱炭素先行地域推

進プロジェクトの受け皿として懇談会に発展させていく。 

―これらの活動を踏まえ、来年度には中期計画(５か年計画)にまとめていきたい。

たとえば、自治会の会員減少や自治会役員のなり手不足が課題となっており、連

合でも話し合われているが、未来会議でも議論していったらどうかと考えている。 

―これまでやってきたことに加え、新たに取り組むべき課題について、および今後

の進め方について、ご意見をうかがいたい。 

意見： 高齢者の困りごとに対応していると、もっとやってあげたいなあという気持

ちになる。一緒にやって下さる志のある方もいらっしゃるので、そうした方々の力を

少しずつお借りして、進め方を工夫して活動を続けていきたい。子育て分科会も

楽しい企画を実施してくれていて良いと思う。 

意見： 未来会議についてもっと PR すべきではないか。批判する声などもあり、

正確に活動内容が伝わっていないのではないかと危惧している。 

意見： 鹿ノ台の中で行われていることに興味を持っていない、持つ余裕がないと

いう方も少なくない。少しずつ知ってもらうしかない。 

意見： この地域を良くしようと思って取り組んでいることなので、それで喜ぶ人が

いれば良いのではないか。徐々に知っていただければ良い。 

意見： 何のために PR するのか、というと、一緒にやってくださる方が一人でも増

えていただきたいから。育休の間だけ関わるというような方も参加しやすい気楽

で楽しい場として未来会議が存在できたら良いと思う。そのためには、会議でのテ

ーマ設定や発言のあり方など、「会議の文化」自体も変えていく必要があるのでは

ないか。 

意見： 昨日、春まつりに向けてWomen‘ｓBaseのメンバーと話し合った。周りか

ら見たら未来会議は敷居が高いと思われている。未来会議がどう思われているか

知る必要がある。若い人たちでも、ここで自分たちも何かできるのではないかと思

える、ゆるい感じの場になれば良いと思う。 

意見： ここで話されている内容は、必ずしも若い世代の関心と一致しておらず、

若い世代の共通理解・共通認識とは違う場合も多いと思うので、現状の全体会に
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若い世代が入って来ても続かないように思う。子育て分科会が若いメンバーの受

け皿になれば良いのではないかと考えている。 

意見： 若い人のアイデアを否定するのではなく、一緒に実現するためにアイデア

を出し合い協力しようという気持ちで関わることが大事ではないか。 

 意見： 今朝、鹿ノ台東の外縁の畑で親子が集まってジャガイモの種イモ植えが行

われた。生駒市の「複合型コミュニティ」に申請しているプロジェクトの一環で、鹿

ノ台東の有志が主催している。とても和やかな雰囲気で、参考になった。 

 意見： 未来会議ではこれまで参加した若い方が定着していない。仕事が忙しく

なったという理由が多いが、やはり面白くなかったということもあるだろう。子育て

分科会など気楽に参加できる場所を用意して、そこで出来る範囲で活動していた

だくという案は良いと思う。 

意見： 自治会員の減少と自治会役員のなり手不足についての議論を進めていき

たいと思うが、どうだろうか。高齢者が増え、評議員のなり手が減っている。若い

世帯は現役で忙しいが、数年に１度評議員の役が回ってくるという現実がある。評

議員や自治会役員の仕事を減らすこと、可能な部分は外注を進めることなど、で

きることから提案して進めていけたら良いと考える。 

意見： 花壇の手入れを減らしていくことなど、すでに話し合い、進めている。 

意見： 自治会費を上げてでも評議員さんの仕事を減らしていくことを考えるべき

ではないか。 

意見： 鹿ノ台の自治会費は、生駒市では平均よりも少し安い程度である。しかし、

これ以上に値上げするのは難しいのではないか。 

意見： 自治会費を自治連合会に半分支払うことへの疑問、集会所の建て替えを

生きているうちにやって欲しい等々、いろんな意見がある。幅広く意見を聞いてい

く必要がある。 

意見： 寄付制度をうまく活用することも検討すべきではないか。鹿ノ台は外縁に

大きな緑地があることが魅力だが、その管理にはお金がかかる。自治会費で今後

も維持し続けるのは難しいのではないかと思う。自治会が経済的に自立するとい

う方向を画策すべき。 

意見： 寄付に関しては、納涼祭の花火についてクラウドファンディングをすること

などから始めたら良いのではないか。 

意見： 資源物個別回収で自治連合会の自主財源を確保しているが、住民が必ず

しも協力してくれていないと思う。通常のゴミ収集に資源として売れる段ボールや

アルミ缶を大量に出している。もっと協力してもらえば自主財源は大幅に増える可

能性がある。啓発活動に力を入れるべきだ。 

意見： 具体的な話は次回以降に整理しながら継続していきたいと思う。 
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次回 
 

  日時：  ２０２４年4月２８日(日) １３：３０～１６：３０ 

第I部 全体会 １３：３０～１５：１０ 

第II部 分科会 １５：１５～１６：３０ 

   

 幹事は１３：１５集合 

 

  場所：  いきいきホール 

以上 


